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」報に擧げたる機構に於ては文意の不一吩 なる所 より此の颱 の反應速度力;
co壓力0)自乗にitsするが如 く:rへられるb然 し其眞意は然 らず してNiのTTi
性,p心に吸一;;せしCOir'f'は恰 も衝突設によるN:Osの分解に於ける機構の如 く
考へたρである。即ち活性・i心IL吸着 したるCO分 子は吸若作用のみによつて も
幾部分清性化されるであらうし..叉三元無確或 は二元吸藩分子の衝突に‡つて も
活性化さ.れるであ.らう。斯 くしてヱネルギーが十分に蓄積された時1ζは吸着CO
分子のC及0原 争間の連結が切れる楳に%〉るであら弓。CO..は斯 くして生 ヒた
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(李翻 」 還〕鮮 ツケルρ.御三;1唹け..る.一疎化深素の分解(第 二'JlltaltuY)(川3
にて與へ られ る。
今不均一なる觸媒表面に於て填齢 韆 戸す籾 寺にそれが もつとも活性なll心に
於てもつとも最初に起るであらうことは.想像に難 くfsHa何んとisれ(flyる匹11心
に反感氣體が眞先に吸ht311るか らである.。而 して漸次溺き活性中心!,k斯を吸
着する様 になるが故に反應はFir.;性中心 より頤次に進行 して最後には疲 も弱き中
心 も反應促進に興るであらうC故に反應翹期に於ては(12)の右避の初項を残 し
他は無観 して#1utし得 られるo反應の進行と共に活性中心が反慮生成物(瀛 に
よつて被毒するものとすれぽ β1→0にな.り,共の次の項が優越項とn..雌 れ
も上 の如 く積分 し欝られ る。(何 んとなれ催時間の経過 と共に反應瓦斯を吸A1ず
る様になるか ら)。斯 くLて反磨の階舞的準行を理論的に読明 し得 られると思ふ。
勿論各階段rの 絡週jに於ては次1旧D反應と重複するであらう。
注意,此 の項は第 一報12β頁の最後'nT7に挿入すべ きものである。
第二報に於ける補遺




直線なることが解るがfiに 於ても然 りである0(此 の時高壓の貸験例へば第
一岡のExp.7の如 きは違背 ずる.傾向がある)o
(3)分數次反應つr一㌔ 岡


















物 理 化 学 の進 歩Vol.5(1931)
.(m)(李 泰對 邇 元=y'ePtの存IEtこ於 け る一闘 畿 素 の 分 解(第 二suaSinA){
99頁興誰1)に 次の文 を加ふ。
ロド
α1=α1/ゾ2宏MRTにして α1もTの 凾數なれども8了ヅ に比 して共の影
響は無硯 して可である。qlも 殆んど温度に無關係な恒數 と考へる。故に
al≒donst.(温度.に無闕係)と 考へて次の考察 を行ふ。
絡 に臨み嚴密なる御校閲.と有釜なる御鍛示を賜りたる堀場,依 々木兩歡授に厚
く感謝茸 しますo.'.・
一九三一年,七 月六日
化學研究所堀場硯究室にて。
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